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南足柄市社会福祉協議会 

教えてくれた人 “四つ葉の会 おはなし会”のみなさん 
（劇団ぽぽ・おはなしぽけっと・おはなしサークルりぼん・おはなし青い鳥・おはなしサークル「あのね」・おはなしビスケット） 

“四つ葉の会 おはなし会”の皆さんによる“おすすめ本のコーナー”は今回 
が最終回。最後は、長く愛され、読み継がれるシリーズをご紹介します。 

おすすめ本のコーナー 

『ぐりとぐら』 
作：中川 李枝子 
絵：大村 百合子 
出版社：福音館書店 

『雪虫』 著：婦人の友社 
出版社：中央公論 

現在 11 冊出ている「鳴沢了」シリーズの 
1 冊目。正統派の刑事小説でありながら、 
2冊目以降は三代（父・祖父）にわたる刑事

一家の親子の確執と家族のありようが様々な角度から
描かれ、ファミリーストーリーを読んでいるような気がして
きます。 

1967 年発刊。世代を越えて人気のある絵本です。 
ネズミのぐりとぐらが、大きなたまごを見つけ、カステラを焼
くことに。ページ中央に黄色い大きなカステラがドンと登
場！甘い、いい香りがしてきそうな大好きな場面です。

チャレンジ① 寺子屋「おやこ・お菓子福祉教室」

岩原在住。令和３年度から市身体障害者福祉協会役員を務めている。１歳でポリオにかかり肢体不自
由にはなったものの、21 歳の頃に東京（鶯谷）の編み物学院の学院長へ手紙を送り、入学が許可され
る。同時に 1年半の寮生活も経験。その後、長年、編み物講師として小田原と南足柄で教室を運営。 

チャレンジ③ やってみたいこと
やってほしいこと 

チャレンジ② 市内小学校に出向いての 福祉教育
！

①6 月号（5 月 25日発行）   ②9 月号(8 月 25 日発行) 

③12 月号（11 月 25日発行）④3 月号（2月 25 日発行）

令和 4年度 
かわら版 発行日 

 

人との出会いで世界が広が 

ってきました。その喜びを 

相手の方に伝える”誠意”を 

大切にしています。 

mailto:minamivc@muse.ocn.ne.jp
http://www.minamisyakyo.or.jp/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました 

新年度のボランティア保険は  受付を開始します。以降、随時受付いたします。 

◆「ボランティア活動保険」についてのみ、次の通り変更がありました◆ 

【令和 3年度】                 【令和 4年度】 

プラン 基本 天災・地震 

年間保険料                                         350 円 500 円 

＊特定感染症への補償は、補償開始日から 
10 日以内は対象外でした 

 

基本 天災・地震 【新設】 
特定感染症重点 

350 円 500 円 550 円 

＊【新設】特定感染症重点プランは、補償開始初日から 
対象になります。特に被災地支援の場合は要チェックです。 

 

中沼は、薬師堂を中心に地域が開けていき
ました。薬師堂は広場も大きく、境内には 
公民館もあり、昔も今も子どもたちがのび 

のび遊べる場所です。 
今回インタビューさせていただいたお二人も、 
子どもの時は「薬師堂の戸が開いていて、そこで 
遊んだり、雨宿りしたものだよ」と教えてくれま 
した。最近は新しい家が増え、子どもたちの声が 
響いて微笑ましいとのこと。今年は、12 年に一度 
の御開帳なので、地域一丸となって準備をすすめ
ているとのことです。 
 

杉本晃
あきら

さん 
（中沼福祉会長） 

中沼福祉会 みんなで慰問活動 

発足時からの歴史ある活動 

継続する＝“偉大なるマンネリ” 

今年は工夫して取り組む 

加藤正敏
まさとし

さん 
（民生委員） 

 

 


